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令和 ６ 年度

施政方針

※ 主要施策の詳細は5ページをご覧ください

変
化
す
る
社
会
情
勢

　
国
際
情
勢
の
緊
迫
や
気
候
変

動
な
ど
に
よ
る
不
確
実
性
の

高
ま
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
進
行
、
物
価
上
昇
に
よ

り
生
活
が
圧
迫
さ
れ
る
中
で
、

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
不
安
は
言
葉
に

で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
建
物
の

耐
震
化
な
ど
命
を
守
る
個
人

の
防
災
対
策
、
地
域
の
助
け
合

い
、
災
害
に
強
い
公
共
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
、
自
助
・共
助
・公

助
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。

市
政
を
前
進
さ
せ
る

　
将
来
に
わ
た
り
生
活
の
安
全

安
心
を
確
保
し
、
選
ば
れ
る
自

治
体
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
築
い
て
き
た

礎
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
、

地
域
が
有
す
る
資
源
を
最
大

限
に
活
か
し
て
、
本
市
の
価
値

を
一
段
と
高
め
る
施
策
の
推

進
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
小
美
玉
新

時
代
に
向
け
て
、
未
来
を
切
り

拓
き
、
大
き
く
前
進
さ
せ
る
年

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
　

　
教
育
、
農
業
、
福
祉
、
地
域
防

災
、
商
工
観
光
の
そ
れ
ぞ
れ
の

重
点
施
策
と
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
力

に
進
め
る
た
め
、
市
政
運
営
に

みんなの力で磨く

まちづくり

▶ 市民協働・コミュニティ活動の推進

▶ 人権の尊重・男女共同参画社会の推進

▶ 開かれた行政・多様な交流の推進

▶ 効率的な行財政の運営

▶ 戦略的な定住・人口対策の推進

▶ 情報発信によるシティプロモーション

人を育てる

学びの場づくり

▶ 子ども・子育て支援の充実

▶ 学校教育の充実

▶ 生涯学習の充実

▶ 文化芸術の創造・発信

▶ スポーツの推進

誰もがいきいきと

暮らせる社会づくり

▶ 健康づくりの推進

▶ 地域医療の充実

▶ 地域福祉・社会保障の充実

▶ 高齢者福祉の充実

▶ 障がい福祉の充実

仕事と暮らしを

創造する環境づくり

▶ 計画的土地利用の推進

▶ 道路環境・公共交通の充実

▶ 公園・緑地・水辺の整備

▶ 住環境・景観形成

▶ 茨城空港の利活用

▶ 農業の振興

▶ 商業・工業の振興・企業誘致の推進

▶ 観光の振興

安全・安心な生活を

支える体制づくり

▶ 自然・地球環境の保全

▶ 循環型社会の形成

▶ 基地対策の充実

▶ 上下水道の整備

▶ 防災対策の充実

▶ 消防・救急体制の充実

▶ 交通安全・生活安全対策の充実

小美玉市第２次総合計画 5つの基本目標に基づく主要施策

3月定例議会で島田幸三市長が示した

本年度の施政方針の概要を紹介します。

お
け
る
「
３
つ
の
基
本
的
な
考

え
方
」
｟
Ｐ
２
｠
を
掲
げ
、
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
へ
の
推
進
力
を

　
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
激
動

の
時
代
に
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、
未
来
へ
の
推

進
力
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
小

さ
な
一
歩
が
小
美
玉
新
時
代

に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
す
。

　
市
民
、
議
会
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
と
も
に
未
来
を
切

り
拓
く
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の

幸
福
な
人
生
が
実
現
で
き
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
に
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

11
基本目標基本目標

22
基本目標基本目標

33
基本目標基本目標

44
基本目標基本目標

55
基本目標基本目標

政策企画課　政策推進係　☎0299-４８-１１１１問

第２１７号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

２月１７日、 百里バルーンクラブ

主催の熱気球イベント 「バルー

ンイリュージョン」が茨城空港で

初開催されました。３機の熱気

球が音楽に合わせ、バーナーを

点灯させると、色とりどりの気球

が明るく照らされ、 冬の夜空を

彩りました。市内観光モニター

ツアーの参加者など約 200 名

が、 幻想的なショーを楽しみま

した。

今月の表紙

市政運営における3つの基本的な考え方

地域の持続的な発展のためには、市内の地域資源を活用した賑わいや交流の創出、

災害にも強いまちづくりを進めることが必要です。「小美玉市第２次総合計画」後期基

本計画で掲げる「まちがにぎわう　わいわいプロジェクト」を具現化するため、「新まちづ

くり構想」を進め、市内全域に「ひと」と「地域」の活力の好循環を促します。地元をはじ

め市民の意見を丁寧に聴き、補助事業や民間活力を活用しながら、まずは空の玄関口

の「百里飛行場前」、陸の玄関口の「羽鳥駅前」の新交流拠点の整備を進めます。

地域資源を活かした新たなまちづくりの形成1

子どもたちは私たちの「未来の宝」です。本市の将来を担う子どもたち「おみたまっ子」

に重点を置いた、大胆な子育て支援策が必要です。安心して子育てできる「おみた

まっ子の未来を創るまち」を目指すため、「出会い・結婚・妊娠・出産・子育て・教育」まで、

ライフステージに応じて切れ目のない支援を一体的に実施する「おみたまっ子応援

パッケージ」を掲げ、子ども・子育ての各施策を強力に推進します。

未来を担う子どもたちへの支援2

持続可能な行財政運営を目指すため、歳入では、ふるさと納税制度での地場産品の

創出や育成により寄附金額を増加させるなど、あらゆる角度から財源確保に努めます。

歳出では、市総合計画審議会による外部評価をもとに行政活動の見直しを行い、限

られた経営資源を最大限活用する戦略的な行財政運営を行います。また、すべての

市民が幅広い分野でＤＸの恩恵を受けられる環境整備を目指し、オンラインで行政

手続きが完結する「書かない・行かない窓口」の構築により、利用者の利便性向上を

図り、質の高い行政サービスを提供します。

3 財政健全化とスマート自治体の推進

施政方針の全文を読む

008861ID

小美玉市長　 島田 幸三
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※ 主要施策の詳細は5ページをご覧ください

変
化
す
る
社
会
情
勢

　
国
際
情
勢
の
緊
迫
や
気
候
変

動
な
ど
に
よ
る
不
確
実
性
の

高
ま
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
進
行
、
物
価
上
昇
に
よ

り
生
活
が
圧
迫
さ
れ
る
中
で
、

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
不
安
は
言
葉
に

で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
建
物
の

耐
震
化
な
ど
命
を
守
る
個
人

の
防
災
対
策
、
地
域
の
助
け
合

い
、
災
害
に
強
い
公
共
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
、
自
助
・共
助
・公

助
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。

市
政
を
前
進
さ
せ
る

　
将
来
に
わ
た
り
生
活
の
安
全

安
心
を
確
保
し
、
選
ば
れ
る
自

治
体
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
築
い
て
き
た

礎
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
、

地
域
が
有
す
る
資
源
を
最
大

限
に
活
か
し
て
、
本
市
の
価
値

を
一
段
と
高
め
る
施
策
の
推

進
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
小
美
玉
新

時
代
に
向
け
て
、
未
来
を
切
り

拓
き
、
大
き
く
前
進
さ
せ
る
年

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
　

　
教
育
、
農
業
、
福
祉
、
地
域
防

災
、
商
工
観
光
の
そ
れ
ぞ
れ
の

重
点
施
策
と
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
力

に
進
め
る
た
め
、
市
政
運
営
に

みんなの力で磨く

まちづくり

▶ 市民協働・コミュニティ活動の推進

▶ 人権の尊重・男女共同参画社会の推進

▶ 開かれた行政・多様な交流の推進

▶ 効率的な行財政の運営
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▶ 情報発信によるシティプロモーション
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▶ 子ども・子育て支援の充実

▶ 学校教育の充実

▶ 生涯学習の充実

▶ 文化芸術の創造・発信

▶ スポーツの推進

誰もがいきいきと

暮らせる社会づくり

▶ 健康づくりの推進

▶ 地域医療の充実

▶ 地域福祉・社会保障の充実

▶ 高齢者福祉の充実

▶ 障がい福祉の充実

仕事と暮らしを

創造する環境づくり

▶ 計画的土地利用の推進

▶ 道路環境・公共交通の充実

▶ 公園・緑地・水辺の整備

▶ 住環境・景観形成

▶ 茨城空港の利活用

▶ 農業の振興

▶ 商業・工業の振興・企業誘致の推進

▶ 観光の振興

安全・安心な生活を

支える体制づくり

▶ 自然・地球環境の保全

▶ 循環型社会の形成

▶ 基地対策の充実

▶ 上下水道の整備

▶ 防災対策の充実

▶ 消防・救急体制の充実

▶ 交通安全・生活安全対策の充実

小美玉市第２次総合計画 5つの基本目標に基づく主要施策

3月定例議会で島田幸三市長が示した

本年度の施政方針の概要を紹介します。
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政策企画課　政策推進係　☎0299-４８-１１１１問

第２１７号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

２月１７日、 百里バルーンクラブ

主催の熱気球イベント 「バルー

ンイリュージョン」が茨城空港で

初開催されました。３機の熱気

球が音楽に合わせ、バーナーを

点灯させると、色とりどりの気球

が明るく照らされ、 冬の夜空を

彩りました。市内観光モニター

ツアーの参加者など約 200 名

が、 幻想的なショーを楽しみま

した。

今月の表紙

市政運営における3つの基本的な考え方

地域の持続的な発展のためには、市内の地域資源を活用した賑わいや交流の創出、

災害にも強いまちづくりを進めることが必要です。「小美玉市第２次総合計画」後期基

本計画で掲げる「まちがにぎわう　わいわいプロジェクト」を具現化するため、「新まちづ

くり構想」を進め、市内全域に「ひと」と「地域」の活力の好循環を促します。地元をはじ

め市民の意見を丁寧に聴き、補助事業や民間活力を活用しながら、まずは空の玄関口

の「百里飛行場前」、陸の玄関口の「羽鳥駅前」の新交流拠点の整備を進めます。

地域資源を活かした新たなまちづくりの形成1

子どもたちは私たちの「未来の宝」です。本市の将来を担う子どもたち「おみたまっ子」

に重点を置いた、大胆な子育て支援策が必要です。安心して子育てできる「おみた

まっ子の未来を創るまち」を目指すため、「出会い・結婚・妊娠・出産・子育て・教育」まで、

ライフステージに応じて切れ目のない支援を一体的に実施する「おみたまっ子応援

パッケージ」を掲げ、子ども・子育ての各施策を強力に推進します。

未来を担う子どもたちへの支援2

持続可能な行財政運営を目指すため、歳入では、ふるさと納税制度での地場産品の

創出や育成により寄附金額を増加させるなど、あらゆる角度から財源確保に努めます。

歳出では、市総合計画審議会による外部評価をもとに行政活動の見直しを行い、限

られた経営資源を最大限活用する戦略的な行財政運営を行います。また、すべての

市民が幅広い分野でＤＸの恩恵を受けられる環境整備を目指し、オンラインで行政

手続きが完結する「書かない・行かない窓口」の構築により、利用者の利便性向上を

図り、質の高い行政サービスを提供します。

3 財政健全化とスマート自治体の推進

施政方針の全文を読む
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16.8 %
6.3 %

1.6 %
13.5 %

100.0 %

0.5 %
0.5 %

7.0 %

9.6 %241 億 1,000万円一般会計

会計名 予算額 前年比

国民健康保険

後期高齢者医療保険

農業集落排水事業

戸別浄化槽事業

霊園事業

介護保険（保険事業）

介護保険（介護サービス）

水道事業

下水道事業

合計

54 億 1,149万円
7 億 3,785万円

0円
3,953万円
1,509万円

39 億 7,979万円
897万円

18 億 5,254万円
33 億 967万円

394 億 6,493万円

企業会計

特別会計

会計別　予算総括表

3.2 %

69.1 %

財政課　財政係　☎0299-４８-１１１１（内線１243・1244）問

予算
令和６年度

市の１年間のお金の使い方をまとめた

「令和６年度予算」が決まりました。

持続可能な健全財政を念頭に置きつ

つも、5つの重点施策を具体的な事

業として着実に進め、第2次総合計画

の基本目標に関連した事業を中心と

する予算編成です。

予算編成

予算総額

394億 6,493万円
（前年度比6.3%　 )

公共施設等総合管理計画に基づく適正化　5億8,679万円

公共施設建築物系個別施設計画に基づき、閉校した学校を解

体します。

ふるさと寄附金事業　2億7,742万円

ふるさと寄附金について、令和６年度は５億円の歳入を見込み、

本市の更なる知名度向上と安定的な財源確保を図ります。

主な事業

みんなの力で磨くまちづくり11
基本目標基本目標

誰もがいきいきと暮らせる社会づくり33
基本目標基本目標

仕事と暮らしを創造する環境づくり44
基本目標基本目標

安全・安心な生活を支える体制づくり55
基本目標基本目標

小川運動公園たちばな広場の整備　2億904万円

旧橘小学校跡地を活用し、小川運動公園の補完的な施設とし

て、地域の子どもから高齢者まで幅広い世代が集う交流広場

の整備工事に着手します。

学校施設環境の整備　1億9,327万円

公共施設建築物系個別施設計画に基づき、羽鳥小学校校舎

の増築と納場小学校体育館の長寿命化改修を行います。

人を育てる学びの場づくり22
基本目標基本目標

▶　国際交流事業/936万円　▶　第3期まち・ひと・しごと創

生総合戦略策定/575万円　▶　地域おこし協力隊の導入

/456万円　▶　電子回覧板導入モデル事業/34万円

その他の主な事業

その他の主な事業

▶　住宅取得費補助・・・世帯最大100万円まで

おみたまっ子応援パッケージ

外出支援サービス事業　2,306万円

運転免許を保有しない高齢者を対象に、外出時の送迎費用の

一部助成を拡充し、更なる日常生活の利便性向上を図ります。

第4次地域福祉計画の策定　398万円

市民参画のもと、地域福祉の課題解決に向けた施策・体制を

整備する次期計画を作成し、地域福祉の推進に取り組みます。

▶　妊産婦タクシー利用料助成　▶　子どもの医療費無償化

茨城空港周辺地域への企業誘致　1億4,000万円

航空産業誘致のため、茨城空港の隣接地（県有地）を活用し、

雇用創出、周辺地域の賑わいづくり等の地域振興を図ります。

新交流拠点の整備に向けた調査　3,230万円

新まちづくり構想の具現化に向けた用途地域の見直しや、小河城

の歴史と文化を活かした跡地整備のための調査を行います。

▶　農産物等ブランド化・販売促進事業/506万円

▶　地域公共交通計画策定/1,298万円

▶　賑わいのある新たなイベントの開催/1,000万円

▶　公営住宅等長寿命化計画策定/640万円

電気自動車、電気充電スタンドの導入　2,530万円

EV車普及のため、本庁舎・小川・玉里総合支所にEVスタンドを

設置するとともに、計画的に公用車をEV車に更新します。

機能別消防団員の導入　176万円

大規模災害時や、不足する平日昼間の消防団活動を補完するた

め、機能別消防団員を導入し、消防力の維持・強化を図ります。

▶　高規格救急自動車更新事業/4,459万円

▶　下水道事業会計経営戦略の策定/1,161万円

▶　地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定/

　 1,071万円

▶　おみたま防災リーダー育成事業/33万円

▶　部活動の地域移行等に向けた実証事業/682万円

▶　本間玄琢生家屋根葺替え工事/335万円　▶　生涯学習

センター「コスモス」30周年記念事業/171万円

おみたまっ子応援パッケージ

▶　おみたま健康いきいきプランの策定/917万円

▶　小児慢性特定疾病見舞金の支給/568万円

▶　生活困窮世帯の子どもの学習支援事業/711万円

その他の主な事業

その他の主な事業

その他の主な事業

おみたまっ子応援パッケージ

▶　出産祝い金5万円～　▶　子育て世帯家事支援サービス

▶　こども家庭センターの包括相談支援　▶　第二子以降の

保育料無料　▶　中学校給食費無料

詳細は市ホームページへ

内訳

一般会計：241億1,000万円　

　　　　　　  （前年度比9.6% 　）

特別会計：101億 9,272万円
　　　　　　  （前年度比2.0％ 　）

企業会計：51億 6,221万円
 　　　　　　 （前年度比9.5％ 　）

一般会計歳出　性質別内訳

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

人件費

扶助費

公債費普通
建設費災害復旧

事業費

一般会計

歳出

性質別内訳

物件費

補助費等

繰出金

その他

人件費： 42億6,185万円 17.7%

扶助費：46億8,257万円 19.4%

公債費： 26億6,987万円 11.1%

物件費： 41億 7,586万円 17.3%

補助費等：31億1,633万円 12.9%

繰出金：   23億 453万円  9.6%

その他：   6億8,011万円 2.8%

普通建設費：

　　  22億 1,888万円  9.2%

災害復旧事業費：

　　　　　1,000円  0.0%

市税
65 億 7,170万円

27.3 ％

国庫支出金

40 億 1,605万円
16.6 ％

地方交付税

49 億円
20.3 ％

県支出金
18億 8,086万円

7.8 ％

繰入金
30億 5,551万円

12.7 ％

その他
27億 7,358万円

11.5 ％

市債
4億 1,230万円

1.7 ％

寄附金
5億円
2.1 ％

一般会計 歳入

241.1 億円

民生費
82 億 2,843万円

34.1 ％

総務費
26 億 9,322万円

11.2％

消防費
11億 3,986万円

4.7 ％ 土木費
19億 6,666万円

8.2 ％
商工費

4億 4,614万円
1.9 ％

災害復旧費
1,000円

0.0 ％

労働費
76万円
0.0 ％

（目的別）

一般会計 歳出

241.1 億円

公債費
26 億 6,986万円

11.1％

教育費
36 億 3,987万円

15.1％

農林水産業費
9億 4,833万円

3.9 ％

衛生費
16億

4,533万円
6.8 ％

諸支出金
5億 1,391万円

2.1 ％

議会費
1億 9,763万円

0.8 ％

予備費
2,000万円

0.1 ％
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16.8 %
6.3 %

1.6 %
13.5 %

100.0 %

0.5 %
0.5 %

7.0 %

9.6 %241 億 1,000万円一般会計

会計名 予算額 前年比

国民健康保険

後期高齢者医療保険

農業集落排水事業

戸別浄化槽事業

霊園事業

介護保険（保険事業）

介護保険（介護サービス）

水道事業

下水道事業

合計

54 億 1,149万円
7 億 3,785万円

0円
3,953万円
1,509万円

39 億 7,979万円
897万円

18 億 5,254万円
33 億 967万円

394 億 6,493万円

企業会計

特別会計

会計別　予算総括表

3.2 %

69.1 %

財政課　財政係　☎0299-４８-１１１１（内線１243・1244）問

予算
令和６年度

市の１年間のお金の使い方をまとめた

「令和６年度予算」が決まりました。

持続可能な健全財政を念頭に置きつ

つも、5つの重点施策を具体的な事

業として着実に進め、第2次総合計画

の基本目標に関連した事業を中心と

する予算編成です。

予算編成

予算総額

394億 6,493万円
（前年度比6.3%　 )

公共施設等総合管理計画に基づく適正化　5億8,679万円

公共施設建築物系個別施設計画に基づき、閉校した学校を解

体します。

ふるさと寄附金事業　2億7,742万円

ふるさと寄附金について、令和６年度は５億円の歳入を見込み、

本市の更なる知名度向上と安定的な財源確保を図ります。

主な事業

みんなの力で磨くまちづくり11
基本目標基本目標

誰もがいきいきと暮らせる社会づくり33
基本目標基本目標

仕事と暮らしを創造する環境づくり44
基本目標基本目標

安全・安心な生活を支える体制づくり55
基本目標基本目標

小川運動公園たちばな広場の整備　2億904万円

旧橘小学校跡地を活用し、小川運動公園の補完的な施設とし

て、地域の子どもから高齢者まで幅広い世代が集う交流広場

の整備工事に着手します。

学校施設環境の整備　1億9,327万円

公共施設建築物系個別施設計画に基づき、羽鳥小学校校舎

の増築と納場小学校体育館の長寿命化改修を行います。

人を育てる学びの場づくり22
基本目標基本目標

▶　国際交流事業/936万円　▶　第3期まち・ひと・しごと創

生総合戦略策定/575万円　▶　地域おこし協力隊の導入

/456万円　▶　電子回覧板導入モデル事業/34万円

その他の主な事業

その他の主な事業

▶　住宅取得費補助・・・世帯最大100万円まで

おみたまっ子応援パッケージ

外出支援サービス事業　2,306万円

運転免許を保有しない高齢者を対象に、外出時の送迎費用の

一部助成を拡充し、更なる日常生活の利便性向上を図ります。

第4次地域福祉計画の策定　398万円

市民参画のもと、地域福祉の課題解決に向けた施策・体制を

整備する次期計画を作成し、地域福祉の推進に取り組みます。

▶　妊産婦タクシー利用料助成　▶　子どもの医療費無償化

茨城空港周辺地域への企業誘致　1億4,000万円

航空産業誘致のため、茨城空港の隣接地（県有地）を活用し、

雇用創出、周辺地域の賑わいづくり等の地域振興を図ります。

新交流拠点の整備に向けた調査　3,230万円

新まちづくり構想の具現化に向けた用途地域の見直しや、小河城

の歴史と文化を活かした跡地整備のための調査を行います。

▶　農産物等ブランド化・販売促進事業/506万円

▶　地域公共交通計画策定/1,298万円

▶　賑わいのある新たなイベントの開催/1,000万円

▶　公営住宅等長寿命化計画策定/640万円

電気自動車、電気充電スタンドの導入　2,530万円

EV車普及のため、本庁舎・小川・玉里総合支所にEVスタンドを

設置するとともに、計画的に公用車をEV車に更新します。

機能別消防団員の導入　176万円

大規模災害時や、不足する平日昼間の消防団活動を補完するた

め、機能別消防団員を導入し、消防力の維持・強化を図ります。

▶　高規格救急自動車更新事業/4,459万円

▶　下水道事業会計経営戦略の策定/1,161万円

▶　地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定/

　 1,071万円

▶　おみたま防災リーダー育成事業/33万円

▶　部活動の地域移行等に向けた実証事業/682万円

▶　本間玄琢生家屋根葺替え工事/335万円　▶　生涯学習

センター「コスモス」30周年記念事業/171万円

おみたまっ子応援パッケージ

▶　おみたま健康いきいきプランの策定/917万円

▶　小児慢性特定疾病見舞金の支給/568万円

▶　生活困窮世帯の子どもの学習支援事業/711万円

その他の主な事業

その他の主な事業

その他の主な事業

おみたまっ子応援パッケージ

▶　出産祝い金5万円～　▶　子育て世帯家事支援サービス

▶　こども家庭センターの包括相談支援　▶　第二子以降の

保育料無料　▶　中学校給食費無料

詳細は市ホームページへ

内訳

一般会計：241億1,000万円　

　　　　　　  （前年度比9.6% 　）

特別会計：101億 9,272万円
　　　　　　  （前年度比2.0％ 　）

企業会計：51億 6,221万円
 　　　　　　 （前年度比9.5％ 　）

一般会計歳出　性質別内訳

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

人件費

扶助費

公債費普通
建設費災害復旧

事業費

一般会計

歳出

性質別内訳

物件費

補助費等

繰出金

その他

人件費： 42億6,185万円 17.7%

扶助費：46億8,257万円 19.4%

公債費： 26億6,987万円 11.1%

物件費： 41億 7,586万円 17.3%

補助費等：31億1,633万円 12.9%

繰出金：   23億 453万円  9.6%

その他：   6億8,011万円 2.8%

普通建設費：

　　  22億 1,888万円  9.2%

災害復旧事業費：

　　　　　1,000円  0.0%

市税
65 億 7,170万円

27.3 ％

国庫支出金

40 億 1,605万円
16.6 ％

地方交付税

49 億円
20.3 ％

県支出金
18億 8,086万円

7.8 ％

繰入金
30億 5,551万円

12.7 ％

その他
27億 7,358万円

11.5 ％

市債
4億 1,230万円

1.7 ％

寄附金
5億円
2.1 ％

一般会計 歳入

241.1 億円

民生費
82 億 2,843万円

34.1 ％

総務費
26 億 9,322万円

11.2％

消防費
11億 3,986万円

4.7 ％ 土木費
19億 6,666万円

8.2 ％
商工費

4億 4,614万円
1.9 ％

災害復旧費
1,000円

0.0 ％

労働費
76万円
0.0 ％

（目的別）

一般会計 歳出

241.1 億円

公債費
26 億 6,986万円

11.1％

教育費
36 億 3,987万円

15.1％

農林水産業費
9億 4,833万円

3.9 ％

衛生費
16億

4,533万円
6.8 ％

諸支出金
5億 1,391万円

2.1 ％

議会費
1億 9,763万円

0.8 ％

予備費
2,000万円

0.1 ％
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■QRコードの使い方
①スマホでカメラや
　QRコード読み取りアプリを起動
②QRコードにスマホをかざす
③画面に読み取り結果が出てきたら、
　そこをタップ！

QRコードを
読み取ってみよう！

スマートフォンをお持ちの方！

広報おみたまは、より詳細な情報をお伝
えするためにホームページとの連携とし
て、QRコードを掲載しています。
※QRコードは株式会社デンソーの登録商標です

人事
配置

令和６年度

異動者・退職者
令和６年4月1日現在

組織
改編

令和６年度簡
素
で
効
率
的
な

行
政
組
織
と
す
る
た
め
、

組
織
を
一
部
改
編
し
ま
す
。

人事課　人事・研修係　☎0299-４８-１１１１（内線１286）問

妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的な相談支援を行うため、福祉部に

「こども家庭センター」を新設します。また、「子ども課」を「こども課」に名称

変更します。

社会福祉課

福祉部

（福祉事務所）

介護福祉課

地域包括支援センター

こども課

こども家庭センター

都市基盤の一体的な管理を行うため、都市建設部内で水道課を所管し

ます。

都市整備課

都市建設部

道路建設課

道路維持課

下水道課

水道課

スポーツ推進課

生涯学習課

文化芸術課

教育指導課

教育委員会

教育企画課

生涯学習課、スポーツ推進課、生活文化課を教育委員会で所管し、学

校教育と社会教育、スポーツ、文化芸術分野の相互連携、強化を図りま

す。なお、生活文化課を文化芸術課に名称変更します。

秘書課

市長公室

政策企画課

魅力発信課

市長公室で基地・空港対策課を所管し、国や県などとの連携の強化、重

要事案等の情報共有や合意形成の円滑化を図ります。

基地・空港対策課

財政課

財務部

財務部に管財課を新設し、庁舎や公有財産について包括的に管理しま

す。また、税務課に収納課を統合し、賦課・収納業務を一体的に管理し

ます。

管財課

税務課

災害時における職員の参集や配備の体制強化など、組織全体を意識し、

総務部内で防災管理課を所管します。

総務課

人事課

行革デジタル推進課

総務部

防災管理課

組織図全体を見る

000087ID■配信内容
防災…気象情報、災害情報、避難情報
火災…出火や鎮火に関する情報
防犯…犯罪発生情報、犯罪の予兆情報
市からのお知らせ…市政やイベント情報

メール配信サービス
に登録しませんか？

スマホに小美玉市の情報が届く

登録方法
配信希望のジャンルを選択
して、メールアドレスを入力
すれば登録完了です。

異
動
者

部
長
級
・
課
長
級

市
長
公
室

保
健
衛
生
部

保
健
衛
生
部
長

大
原 

光
浩

医
療
保
険
課
長

石
井 

博

財
務
部

財
務
部
長

菅
谷 

清
美

退
職
者

部
長
級
・
課
長
級

一
般
行
政
職

消
防
職

金
谷 

和
一

中
村 

理
佳

秋
元 

久
夫

重
藤 

辰
雄

真
家 

厚

消
防
本
部

消
防
長

鮎
沢 

勝

次
長 

兼 

総
務
課
長

大
堤 

勝
憲

次
長 

兼 

小
川
消
防
署
長

野
口 

敏
永

警
防
課
長

邊
見 

常
之

美
野
里
消
防
署
長

田
中 

利
夫

市
長
公
室
長

滑
川 

和
明

政
策
企
画
課
長

植
田 

薫

魅
力
発
信
課
長

阿
久
津 

清
隆

基
地
・
空
港
対
策
課
長

長
島 

正
昭

総
務
部

財
政
課
長

大
山 

浩
明

管
財
課
長

髙
橋 

宏

市
民
生
活
部

市
民
生
活
部
長

矢
口 

正
信

教
育
部
長

植
田 

賢
一

会
計
管
理
者

藤
枝 

修
二

市
民
協
働
課
長

佐
川 

光

行
革
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
長

箕
輪 

淳
子

防
災
管
理
課
長

長
谷
川 

正
幸

福
祉
部
・
福
祉
事
務
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

酒
井 

美
智
子

社
会
福
祉
課
長

長
沼 

光
子

こ
ど
も
課
長

髙
根
澤 

博
已

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長

尾
形 

健

産
業
経
済
部

農
政
課
長

狩
谷 

学

商
工
観
光
課
長

榎
戸 

純
一

都
市
建
設
部

道
路
建
設
課
長

大
島 

直
利

下
水
道
課
長

関
川 

克
己

水
道
課
長

菅
具 

隆

会
計
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長

比
気 

龍
司

教
育
委
員
会

教
育
指
導
課
長

吉
田 

桂
子

教
育
企
画
課
長

田
山 

智

生
涯
学
習
課
長

大
山 

伸
一

議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長

長
谷
川 

勝
彦

櫻
井
　
芳
則

令
和
６
年
３
月
31
日
付

総
務
部
長

中
村 

均

会
計
課
長

林 

美
佐

監
査
委
員
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局
長

藤
田 

信
一
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■QRコードの使い方
①スマホでカメラや
　QRコード読み取りアプリを起動
②QRコードにスマホをかざす
③画面に読み取り結果が出てきたら、
　そこをタップ！

QRコードを
読み取ってみよう！

スマートフォンをお持ちの方！

広報おみたまは、より詳細な情報をお伝
えするためにホームページとの連携とし
て、QRコードを掲載しています。
※QRコードは株式会社デンソーの登録商標です

人事
配置

令和６年度

異動者・退職者
令和６年4月1日現在

組織
改編

令和６年度簡
素
で
効
率
的
な

行
政
組
織
と
す
る
た
め
、

組
織
を
一
部
改
編
し
ま
す
。

人事課　人事・研修係　☎0299-４８-１１１１（内線１286）問

妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的な相談支援を行うため、福祉部に

「こども家庭センター」を新設します。また、「子ども課」を「こども課」に名称

変更します。

社会福祉課

福祉部

（福祉事務所）

介護福祉課

地域包括支援センター

こども課

こども家庭センター

都市基盤の一体的な管理を行うため、都市建設部内で水道課を所管し

ます。

都市整備課

都市建設部

道路建設課

道路維持課

下水道課

水道課

スポーツ推進課

生涯学習課

文化芸術課

教育指導課

教育委員会

教育企画課

生涯学習課、スポーツ推進課、生活文化課を教育委員会で所管し、学

校教育と社会教育、スポーツ、文化芸術分野の相互連携、強化を図りま

す。なお、生活文化課を文化芸術課に名称変更します。

秘書課

市長公室

政策企画課

魅力発信課

市長公室で基地・空港対策課を所管し、国や県などとの連携の強化、重

要事案等の情報共有や合意形成の円滑化を図ります。

基地・空港対策課

財政課

財務部

財務部に管財課を新設し、庁舎や公有財産について包括的に管理しま

す。また、税務課に収納課を統合し、賦課・収納業務を一体的に管理し

ます。

管財課

税務課

災害時における職員の参集や配備の体制強化など、組織全体を意識し、

総務部内で防災管理課を所管します。

総務課

人事課

行革デジタル推進課

総務部

防災管理課

組織図全体を見る

000087ID■配信内容
防災…気象情報、災害情報、避難情報
火災…出火や鎮火に関する情報
防犯…犯罪発生情報、犯罪の予兆情報
市からのお知らせ…市政やイベント情報

メール配信サービス
に登録しませんか？

スマホに小美玉市の情報が届く

登録方法
配信希望のジャンルを選択
して、メールアドレスを入力
すれば登録完了です。
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級
・
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長
級

市
長
公
室

保
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衛
生
部

保
健
衛
生
部
長

大
原 

光
浩

医
療
保
険
課
長

石
井 

博

財
務
部

財
務
部
長

菅
谷 

清
美

退
職
者

部
長
級
・
課
長
級

一
般
行
政
職

消
防
職

金
谷 

和
一

中
村 

理
佳

秋
元 

久
夫

重
藤 

辰
雄

真
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厚

消
防
本
部

消
防
長

鮎
沢 

勝
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長 

兼 

総
務
課
長

大
堤 

勝
憲

次
長 

兼 

小
川
消
防
署
長

野
口 

敏
永

警
防
課
長

邊
見 

常
之

美
野
里
消
防
署
長

田
中 

利
夫

市
長
公
室
長

滑
川 

和
明

政
策
企
画
課
長

植
田 

薫

魅
力
発
信
課
長

阿
久
津 

清
隆

基
地
・
空
港
対
策
課
長

長
島 

正
昭

総
務
部

財
政
課
長

大
山 

浩
明

管
財
課
長

髙
橋 

宏

市
民
生
活
部

市
民
生
活
部
長

矢
口 

正
信

教
育
部
長

植
田 

賢
一

会
計
管
理
者

藤
枝 

修
二

市
民
協
働
課
長

佐
川 

光

行
革
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
長

箕
輪 

淳
子

防
災
管
理
課
長

長
谷
川 

正
幸

福
祉
部
・
福
祉
事
務
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

酒
井 

美
智
子

社
会
福
祉
課
長

長
沼 

光
子

こ
ど
も
課
長

髙
根
澤 

博
已

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長

尾
形 

健

産
業
経
済
部

農
政
課
長

狩
谷 

学

商
工
観
光
課
長

榎
戸 

純
一

都
市
建
設
部

道
路
建
設
課
長

大
島 

直
利

下
水
道
課
長

関
川 

克
己

水
道
課
長

菅
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隆

会
計
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長

比
気 

龍
司

教
育
委
員
会

教
育
指
導
課
長

吉
田 

桂
子

教
育
企
画
課
長

田
山 

智

生
涯
学
習
課
長

大
山 

伸
一

議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長

長
谷
川 

勝
彦

櫻
井
　
芳
則

令
和
６
年
３
月
31
日
付

総
務
部
長

中
村 

均

会
計
課
長

林 
美
佐

監
査
委
員
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局
長

藤
田 

信
一
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全国各地の交通安全生活者や優良運転手を表

彰する 「第 64 回交通安全国民運動中央大会」

で、 美野里中学校が交通安全優良賞を受賞し

ました。 美野里中学校の生徒会安全委員会に

よる自転車の安全な乗り方についての動画制

作、 交通安全啓発などの活動や市交通安全協

会、 市交通安全指導員などの地域の方と一緒

に取り組む美野里中学校の交通安全に対する

実践や功績が評価されました。

地域での健康づくりに功績のあった団体 ・ 個

人等を表彰する 「令和 5 年度県民健康づくり

表彰式」 で、 市食生活改善推進協議会の会

員が表彰されました。 県知事賞を長
な が し ま

島 トシ子

さん （写真左端） と大
お お や ま

山 喜
き よ こ

代子さん （写真左

から 2 番目） が受賞し、 保健医療部長賞を李
り

 

畢
ぴ る せ ん

生さん （写真右端） と檜
ひ や ま

山 あや子さん （写

真右から 2 番目） が受賞しました。 審査員か

ら 「多年にわたり地域住民の健康づくりの推進

に取り組み、 会の運営と発展に尽力している」

などと評価されました。

交通安全への取り組みや功績を評価

美野里中学校が交通安全優良賞を受賞しました

地域住民の健康づくりへの取り組みを評価

市食生活改善推進協議会の会員が表彰されました

左から安全委員会の木
き む ら

村 忠
し ん ご

吾さん（１年生）、鳥
と り は た

羽田 夏
な つ な

菜さん

（２年生）

教育指導課　指導係　

☎ 0299-４８-１１１１ （内線 2232）

問

健康増進課　健康支援係　

☎ 0299-４８-0221 （内線 4003）

問
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新ひたち野農業協同組合 （細
ほ そ や

谷　博
ひろゆき

之組合長：

写真右から 3 番目） から市内の公立幼稚園児・

小中学生にレンコン、 新入学児童に交通安全

帽と連絡帳を寄贈していただきました。 レンコ

ンは 「小美玉ニラのスタミナ炒め」 として給食

で提供しました。 新入学児童への寄贈品は各

学校を通じて配布し、児童の学校生活に役立て

ます。

株式会社ウエストエネルギーソリューション

（ 齊
さ い と う

藤 英
ひ で と し

俊 取締役 : 写真左） から、 企業版ふ

るさと納税を活用した寄附２０0 万円をいただき

ました。 いただいた寄附は、 出産祝い事業に

使用させていただきます。

企業版ふるさと納税…企業が本社所在地以外

の地方公共団体が行う地方創生の取組に対し

て寄附をすることで、 地域振興や SDGs の達

成などの社会貢献ができるほか、 法人関係税

の軽減を受けられるメリットがあります。

新ひたち野農業協同組合が

レンコン ・ 安全帽 ・ 連絡帳を寄贈

株式会社ウエストエネルギーソリューションより

企業版ふるさと納税の寄附

教育指導課　学務係

☎ 0299-48-1111　

（内線 2223）

問

魅力発信課　ふるさと納税係

☎ 0299- ４８- １１１１　（内線１２32）

問
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市内企業の株式会社一昇金属 （鶴田、 礒
いそまえ

前 

慎
しんいちろう

一郎 代表取締役 ： 写真左） から１００万円、

株式会社シートレーディング （世楽、 鈴
す ず き

木　

賢
けんいち

一 代表取締役） から５０万円の寄附をいた

だきました。

いただいた寄附は市の財源に有効に活用させ

ていただきます。

市内の事業者から寄附をいただきました

総務課　庶務係

☎ 0299-48-1111 （内線 1275）

問

茨城の魅力を探求し発信する高校生コンテスト

（いばたん） ２０２３の表彰式が 2 月 17 日に行

われました。 市の魅力を発信する作品を手が

けた２チームが入賞を果たし、 島田市長へ受賞
の報告を行いました。

受賞作品

・ 自治体特別賞 （４MEM）

　作品名 ： 小美玉が磨く。 ダイヤモンドが光る。

・ 奨励賞 （さわやかまりも）

　作品名 ： 意外と知らない !? 地元の地産地消
　　　　　　  連鎖！

高校生コンテスト「いばたん」で

県立中央高校が自治体特別賞と奨励賞を受賞しました

魅力発信課　シティプロモーション係

☎ 0299-48- １１１１ （内線 1252）

問
受賞作品の視聴はこちら▶

左から片
かたおか

岡 頼
よ り と

人さん（４MEM）、横
よ こ す か

須賀 湊
みなと

さん（４MEM）、

戸
と つ か

塚 友
ゆ か

香さん（４MEM）、坂
さかもと

本 優
ゆ う か

雅さん（４MEM）、山
や ま だ

田 光
み つ き

希

さん（さわやかまりも）

和 室 専 門

私がお伺いします

☎0299-26-0669
石岡市旭台 1-15-1

国産畳表 網戸張替

障子張替 襖張替

ご自宅で
カード決済OK

一級技能士のお店 お庭の外構工事はお任せください！

駐車場コンクリート舗装

雑草対策（砕石敷き・レンガ敷き）

カーポート・テラス屋根

☎ 0299-56-6022

フェンス・境界ブロック

天然芝・人口芝

ウッドデッキ

伊勢山技建

外構工事専門店

伊勢山技建株式会社
茨城県石岡市東成井911

お気軽にご相談ください

見積り ・相談無料

地域密着

施工事例多数

Administrator
長方形

Administrator
タイプライターテキスト
磯

Administrator
ノート注釈
Administrator : Completed

Administrator
ノート注釈
Administrator : Completed
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太平洋戦争の体験を伝える会と玉里史料館の

共催による第 7 回戦争体験講演会が生涯学

習センターコスモスで開催されました。 当日は、

鉾田陸軍飛行学校での整備士としての体験や

広島での被爆体験を語る講話とともに、 特攻

隊員の手記の朗読、 満州からの引き上げの体

験を題材にした創作落語などが行われ、 参加

者からは 「貴重な経験を聞けて良かった」 「次

世代にどう伝えていくかが課題だ」 などの感想

が寄せられました。

戦争の記憶を次の世代へ

第7回戦争体験講演会を開催しました

生涯学習課　文化財係

☎ 0299-26-9111 （内線 3612）

問

一般社団法人茨城県産業資源循環協会県央支

部が市内で不法投棄廃棄物撤去作業事業を

実施しました。 当日は、 協会同支部加盟事業

者や茨城県職員と市職員の 40 名がボランティ

アとして参加し、 ごみの撤去を行いました。

一人ひとりが自覚と責任を

廃棄物を適正処理するには手間とコストがか

かります。 自分で処理できないごみの処分は、

許可を持った処理業者に相談しましょう。

市内で不法投棄廃棄物撤去事業を実施しました

環境課　廃棄物対策係　

☎ 0299-48-1111 （内線 1144）

問 　　　　　　　　　　詳しくはこちら　▶

ID 0 1 0 5 1 3

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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小川図書館 ・ 資料館　

☎ 0299-58-5828

問 ■どんな図書館だったら行って

　みたい？アンケート実施中！　▶

玉里 ・ 小川図書館でぬいぐるみおとまり会を開催しました。 ぬいぐるみおとまり会は、 「図書館に預け

たぬいぐるみが自由気ままに過ごし始めた」 という設定の企画。 会の様子を SNS で投稿したり、 ぬ

いぐるみが持ち主のために選んだ本を貸し出したりして、 図書館や本に親しみを持ってもらうことが狙

いです。 保護者からは、「会の様子が SNS で投稿されるのを、子どもがとても楽しみにしていた」 「と

ても満足している。 ぜひまたやってほしい」 といった声があがりました。

自分のぬいぐるみが図書館にお泊り!

玉里・小川図書館で「ぬいぐるみおとまり会」を開催しました

①最初は楽しい読み聞かせ ②ぬいぐるみを図書館に預けます

③ぬいぐるみが起きました！ ④ぬいぐるみたちが図書館を探検！

手
軽
に
市
政
参
加

ス
マ
ホ
ア
ン
ケ
ー
ト

市民モニターとしてパソコンやスマホから

簡単なアンケートにご協力いただきます。

皆様からの貴重なご意見は小美玉市の

まちづくりへと活用させていただきます。

市内在住 ・在勤 ・在学中で
ネット、 メールが使える
１６歳以上ならＯＫ！

詳しくは

こちらから▶

おみたまネットモニター

登録者募集中
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6 月から 12 月にかけて実施した市内在住の高齢者層を対象とする令和 5 年度の 「ふれあい大学」

を閉講しました。 講師やボランティアの皆さんのご協力により、 各講座とも毎回大いに盛り上がり、 参

加者からは、「仲間とともに楽しい時間が過ごせた。また来年も参加したい」、「講座で学んだことを日々

の生活に活かしていきたい」 などの声が上がりました。

ふれあい大学を閉講しました

3

6

2

5

１　フラワーアレンジメント （大越 和子講師、 フラワーアレンジメントばらの会）

2　料理 （加瀬 美代子講師）

３　絵手紙 （久保田 紀子講師）

４　スマートフォン （東ヶ崎 鈴子講師）

5　園芸 （大山 広行講師 ・ 飯島 武夫講師）

6　合唱 （大西 陽香講師）

７　シルバーリハビリ体操 （講師 ： シルバーリハビリ体操指導士会）

８　グラウンド ・ ゴルフ （講師 ： グラウンド ・ ゴルフ会員）

生涯学習課　小川公民館　☎ 0299-58-3111問

87

１ ４

有 中集募告広料 ！

広報おみたまに

広告を出しませんか？ ☎ 0299-48-1111  内線1252

魅力発信課 シティプロモーション係

詳しくは
こちら

「全国広報コンクール」

2 年連続入選！

自治体広報の甲子園
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市は３月２７日を 「小美玉市民の日」 と定めています。 ３月２４日、 18 回目となる市の誕生日をお祝

いする 「おみたま誕生祭」 を小川文化センターアピオスで開催しました。 当日は、 表彰 （P13） など

の式典やまちづくり組織連絡会の報告会、 大抽選会にキッチンカー、 マルシェなどの催し物が行われ、

たくさんの人で賑わいました。

小美玉市の誕生日を祝う式典とイベントを開催

「おみたま誕生祭」 を開催しました

秘書課　秘書広聴係　☎ 0299-48-1111 （内線 1202 ・1211）問

一般表彰、市政功労、功績者への表彰式 5年ぶりの大抽選会

キッチンカーやおみたまポイントカード会も出店 子どもたちに大人気！おみたんとハイチーズ！

AIおみたん に

聞こう！

その問い合わせ、
みんなの質問で
かしこくなるよ

質問はこちらから ▶

小美玉市の魅力は？

元気？

ごみの

出し方

観光の

情報？

引っ越しの手続き

住民票をとるには？
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多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

多年にわたり統計調査員として地方自治の進展に貢献

心配ごと相談員として社会福祉の増進に貢献

２０２３ オールキッズトライアスロンジャパン大会 中学３年生女子の部　優勝

２０２３ 全国中学生トライアスロン大会　中学３年生女子の部　優勝

2023 オールキッズトライアスロンジャパン大会　小学2年生男子の部　3位

第105回全国高等学校野球選手権記念大会　ベスト４

令和５年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会（イン

ターハイ2023）　第３位

公益のために多額の寄付

長島 久雄

加藤 吉博

島田 一𠮷
熊澤 綏幸

大和田 猛

田上 義明

島田 信光

井坂 佑

横倉 つぼみ

横倉 葵

中本 佳吾

石井 息吹

㈱愛鶏園

（代表取締役社長 齋藤 拓）

㈱つくば電気通信

（代表取締役 植田 利収）

幡谷 浩史

多年にわたり議会議員として地域振興に貢献
野村 武勝

小川 賢治

瑞宝双光章

瑞宝双光章

瑞宝双光章

瑞宝双光章

瑞宝単光章

瑞宝単光章

瑞宝単光章

瑞宝双光章

瑞宝単光章

瑞宝単光章

瑞宝単光章

旭日単光章

黄綬褒章

防衛功労（元１等空尉）

防衛功労（元2等空尉）

防衛功労（元2等空佐）

警察功労（元県警部）

警察功労（元県警部補）

消防功労（元東京消防庁消防司令長）

消防功労（元東京消防庁消防司令）

防衛功労（元2等陸尉）

防衛功労（元准空尉）

消防功労（元東京消防庁消防司令長）

消防功労（元小美玉市消防団副団長）

地方自治功労（元小美玉市議会議員）

業務精励支援員（元特別養護老人ホーム「センチュリー

石岡」主任介護職員）

伊藤　幸宏

佐川　憲一郎

沼崎　潔

井坂　範男

柴山　雄二

塚本　勉

仲田　敏男

金子　昌美

齋藤　幹夫

坂野　政善

會澤　米男

菅谷　裕

三浦　真

山口　政美

故 檜山　力男

石毛　延江

小美玉市表彰者・功績者をご紹介します

秘書課　秘書広聴係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1202 ・1204）

■小美玉市功績者

■小美玉市表彰者

▶一般表彰

▶市政功労表彰

問
（敬称略 ・ 順不同）
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羽鳥小 3年 糸賀 心奏

羽鳥小 5年 新井 純麗

羽鳥小 3年 新井 尊琉

納場小 5年 稲山 雪乃

納場小 2年 谷島 瑛太

納場小 2年 藤又 萌永

納場小 2年 谷津 泰良

納場小 6年 佐川 沙良

納場小 3年 川島 咲桜

納場小 5年 松本 幸多郎

小川南小 2年 前島　楓

小川南小 ３年 前島　葵

小川南中 2年 内山　旬人

小川南中 1年 井能　真穂

美野里中 3年 岸 咲良 3年 横倉 つぼみ

3年 照沼 琉華 3年 小河原 ひなた

２年 加藤 隼果 1年 川野 凜々愛

美野里中 3年 岸 咲良

美野里中 ２年 石嵜 心恩 ２年 豊田 梨葵

２年 藤枝 花帆 ２年 狩谷 紫桜

２年 齋藤 愛菜 １年 本田 日向

玉里学園 7年 塚本　宗佑

玉里学園 ８年 片岡　和香

玉里学園 ７年 渡邊　蒼介

茨城県児童生徒発明工夫展　茨城県教育研究会長賞

第59回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　条幅の部　銀賞

第59回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　半紙の部　銀賞

第59回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　条幅の部　金賞

第67回ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクール　条幅の部　家の光協

会会長賞(ちゃぐりん賞)(高学年ブロック２位）

地域安全マップコンクール’23　低学年の部　茨城県教育長賞

地域安全マップコンクール’23　低学年の部　茨城県警察本部長賞

地域安全マップコンクール’23　低学年の部　茨城県防犯協会理事

長賞

建設現場を描いた図画コンクール　小学６年生の部　優良賞

第53回 成田山『智光』小・中学生作文コンクール　自由題　小学生

の部　優秀作「成田山智光賞」

第53回 成田山『智光』小・中学生作文コンクール　自由題　小学生

の部　入選「成田山賞」

第59回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　半紙の部　銀賞

第59回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　半紙の部　銀賞

茨城県下水道促進週間コンクール　書道部門　知事賞

第67回茨城県児童生徒科学研究作品展　げんでん財団科学賞

第64回自然科学観察コンクール　継続研究奨励賞

第33回夏休み昆虫研究大賞

中学生の部　研究論文部門　大賞

小学校高学年の部　文学作品部門　金賞・坂本　洋典賞

（過去の作品を出品し受賞）

建設現場を描いた図画コンクール　中学生の部　優秀賞

第37回茨城県中学校駅伝競走大会　第4位　

第32回関東中学校駅伝競走大会　出場

第37回茨城県中学校駅伝競走大会　第1区　第1位

第22回読み聞かせコンクール　茨城県教育委員会教育長

賞

筑西市中学校新人体育大会バドミントン競技の部　男子シン

グルス　第１位

県西地区中学校新人体育大会バドミントン競技の部　男子シ

ングルス　第１位

茨城県中学校新人体育大会バドミントン競技の部　男子シン

グルス　第３位

茨城県下水道促進週間コンクール　絵画・ポスター部門　知

事賞特選

茨城県中学校新人体育大会レスリング競技の部　男子57㎏

級　第３位

多分野で活躍した市内の児童生徒を紹介します

さまざまな分野で活躍している市内の小 ・ 中 ・ 義

務教育学校の児童生徒が市長を表敬訪問しました。

受賞内容や好成績を収めての感想、 日頃の取り組

みなどについて報告しました。 報告した内容は、 以

下のとおりです。

教育指導課　指導係

☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 2234）

問

（学校 ・ 学年は令和 6 年 3 月時点）
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過去の栄養士コラムはこちら▶

朝ごはんを食べて元気なスタート！

■20～３０歳代の朝ごはん事情！

「小美玉市健康・食育に関するアンケート」 によ

ると、 全体の 8 割の方が朝ごはんを食べてい

ますが、 年代ごとに比較すると２０～３０代では

朝ごはんを食べている方の割合が少なくなって

います。

■朝ごはんのメリット

朝ごはんを食べることにはたくさんのメリットが

あります。 食べる習慣がない方も、 まずは一

口から食べるチャレンジをしてみましょう。

▶メリット

　 ・ 生活リズムが整い、 1 日を元気にスタート

　　 できる。

　 ・ 脳のエネルギーが補給され、 集中力が高

　　 まる。

　 ・ 代謝が上がり、 痩せやすい体になる。

　 ・ 胃腸の運動が活発になり、 便秘予防に繋

　　 がる。

　 ・ 食事のリズムが整うことで、 間食や夕食の

　　 食べ過ぎ防止になる

■朝食を食べるための工夫

▶朝食を食べる時間を作る

朝はできるだけ寝ていたいかもしれませんが、

少しだけ早起きをして朝ごはんを食べる時間を

作りましょう。 そのためには早く寝ることも大切

です。

▶夜遅くに食事をしない

夕食が遅かったり、 夜食を食べると朝に食欲

がわきません。 前日の食事の時間や食べる量

を調整することで自然と朝にお腹が空きます。

▶手軽に食べられる朝ごはんを用意する

朝ごはんを作る時間がない方は、 バナナやヨー

グルトなど、 すぐに食べられるものを買い置き

しましょう。

栄 養 士
コ ラ ム

■朝食の摂取状況 （令和元年度小美玉市健康 ・食

育に関するアンケート調査）

健康増進課　健康支援係　☎ 0299-48-0221問

より詳細な情報をお伝えするため、 市ホームページと連携し QR コードを掲

載しています。 ※ QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

QRコード
読み取ってみよう！

■QRコードの使い方
①スマホでカメラやQRコード読み取りアプリを起動
②QRコードにスマホをかざす
③画面に読み取り結果が出てきたら、そこをタップ！

QRコード以外のアクセスも簡単！
QR コードの読み込みができない端末でも簡単に
目的のページを見つけられるよう、市公式サイ
トのページ IDを併記しています。
■ページ IDの使い方
①スマホやパソコンで市公式サイトを開く
②ページ上部の検索窓で項目【ID】を選択
③検索窓に ID番号を入力して【検索】を押す

広報おみたまを見る ▶

ID 0 0 1 5 3 2

② ③

③

スマートフォンをお持ちの方！

ID 0 0 7 5 6 2
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市
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
、
一
番
数

が
多
い
時
期
は
、
中
期
で
す
。
気
候
が
温

暖
で
当
時
は
海
で
あ
っ
た
霞
ケ
浦
、
森
で

あ
っ
た
台
地
、
川
や
池
の
低
地
に
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
動
植
物
が
豊
富
だ
っ
た
の

で
、
遺
跡
数
も
多
い
の
で
し
ょ
う
。

生
活
の
た
め
の
道
具

　

そ
の
ほ
か
、
石
器
で
は
ド
ン
グ
リ
な
ど

か
ら
デ
ン
プ
ン
を
作
る
た
め
の
石
皿
、

磨す

り

い
し石

、
木
を
切
る
た
め
の
磨
製
石せ

き

ふ斧
、
土

を
掘
る
た
め
の
打
製
石
斧
、
ま
つ
り
に
使

用
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
石
棒
、
狩
り
の

た
め
の
鏃

や
じ
り

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

土
製
品
で
は
、
網
の
錘

お
も
り

と
す
る
土
器
片

錘
も
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
池
や
川
な
ど

で
網
を
利
用
し
た
漁

り
ょ
う

が
行
わ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

　
　
　

（市
文
化
財
保
護
審
議
員　

海
老
澤
稔
）

※
写
真
提
供
（公
財
）茨
城
県
教
育
財
団

の
で
、
集
落
は
南
側
に
広
が
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
住
居
跡
や
土
坑
は
、
す

べ
て
今
か
ら
約
４
４
０
０
年
前
の
縄
文
時

代
中
期
の
も
の
で
す
。

縄
文
時
代
の
住
ま
い
と
袋
状
土
抗

　

当
時
の
住
ま
い
は
、
平
面
形
４
～
６
ｍ

ほ
ど
の
円
形
で
、
地
面
を
60
㎝
ぐ
ら
い
掘

り
く
ぼ
め
た
竪
穴
住
居
で
す
。
当
遺
跡
で

は
、
床
の
ほ
ぼ
中
央
に
礫れ

き

を
使
用
し
た
楕

円
形
の
炉
が
あ
り
ま
し
た
。
炉
は
食
物
を

煮
炊
き
し
た
り
、
明
る
さ
や
暖
を
と
っ
た

り
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
床
の
周
り
に

は
柱
穴
が
あ
り
、柱
を
立
て
屋
根
を
葺ふ

き

下
ろ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

竪
穴
住
居
の
周
り
に
は
、
数
十
基
の
袋

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

67

人
面
に
見
え
る
縄
文
時
代
中
期
の
土
器

-

下
吉
影
石い

し
か
わ
に
し

川
西
遺
跡-

　生涯学習センターコスモス　☎ 0299-26-9111

掘
り
出
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
集
落
跡

　

石
川
西
遺
跡
は
、
小
美
玉
市
下
吉
影
字

石
川
に
位
置
し
、
巴
川
の
支
流
に
面
す
る

標
高
20
～
32
ｍ
の
台
地
上
に
所
在
し
て
い

ま
す
。
そ
の
場
所
は
、
茨
城
空
港
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
（
工
業
団
地
）
予
定
地
で
あ
り
、
平

成
１８
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
跡

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
確
認
さ
れ
た
遺い

こ

う構

は
、
竪
穴
住
居
跡
15
軒
、
土ど

こ

う坑
87
基
な
ど

で
す
。
調
査
区
は
遺
跡
の
北
端
部
だ
っ
た 石川西遺跡の空撮写真

語
句
解
説

遺
構
　
人
が
生
活
の
た
め
に
地
山
を
加
工
し

た
構
造
物
。
竪
穴
住
居
、貯
蔵
穴
、溝
な
ど
。

土
抗　

貯
蔵
穴
や
墓
坑
な
ど
、
地
面
を

掘
っ
た
１
～
３
ｍ
ぐ
ら
い
の
穴
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器　

千
葉
市
加
曽
利
貝
塚

Ｅ
地
点
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
標
識
と
す

る
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
型
式
。
中
空
把

手
な
ど
が
特
徴
。

袋状土抗の測量調査風景

人面に見える中期の土器

問

状
土
坑
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
口

が
狭
く
、
底
面
が
広
い
こ
と
か
ら
袋
状
土

坑
や
フ
ラ
ス
コ
形
土
坑
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
形
態
か
ら
ク
リ
、
ク
ル
ミ
、
ト
チ
の
実

な
ど
の
木
の
実
を
保
存
す
る
施
設
で
、
冬

季
に
備
え
て
の
貯
蔵
穴
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

人
面
に
見
え
る
中
期
の
土
器

　

左
の
写
真
は
当
遺
跡
の
袋
状
土
坑
か
ら

出
土
し
た
深
鉢
で
す
。
中
空
の
把と

っ
て手

が
、

目
、
口
を
表
し
、
ま
る
で
人
面
の
よ
う
で

す
。
こ
の
時
期
の
土
器
は
、
隆
帯
と
呼
ば

れ
る
粘
土
の
紐
を
貼
っ
た
文
様
で
把
手

や
渦
巻
文
を
大
胆
に
表
現
し
、
迫
力
が
あ

り
ま
す
。
加か

そ

り

曽
利
Ｅ
式
土
器
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
関
東
地
方
一
帯
に
分
布
し
て
い

ま
す
。
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玉
里
短
歌
会

葱
と
り
を
頼
ま
れ
畑
へ
行
く
道
で
ネ
コ
と
遊
び
て
ネ
ギ
を
忘
る
る

山
に
登
り
悴

か
じ
か

む
手
で
取
る
野
い
ち
ご
の
赤
さ
頬
張
り
寒
さ
忘
れ
る

一
言
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
る
時
世
歌
を
詠
む
時
ふ
と
立
ち
止
ま
る

春
一
番
過
ぎ
た
る
道
路
一
面
に
染
め
た
る
ご
と
き
梅
の
花
び
ら

白
き
梅
赤
き
梅
咲
く
朝
日
の
中
若
者
達
の
バ
イ
ク
の
轟ご

う
お
ん音

正　

木　

敦　

子

高　

田　

久　

子

松　

田　

通　

喜

野　

口　

初　

江

鶴　

町　

文　

男

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

何
本
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
買
い
換
え
た
眼
鏡
の
数
だ
け
齢
老
い
て
ゆ
く

お
正
月
ひ
孫
の
仕
草
可
愛
さ
に
心
癒
さ
れ
元
気
を
も
ら
う

蝋ろ
う
ば
い梅
は
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
新
年
の
朝
わ
が
庭
に
咲
く

新
年
の
氏
神
様
に
手
を
合
わ
せ
祈
る
は
健
康
た
だ
ひ
と
つ
だ
け

元
日
の
め
で
た
さ
破
る
能
登
地
震
日
ご
と
増
え
ゆ
く
甚
大
被
害

小
川
短
歌
会

遠
き
と
お
き
姑は

は

の
仮
名
う
た
見
惚
る
る
も
変
体
が
な
の
文
字
よ
み
が
た
し

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
帰
り
の
友
と
出
合
い
た
り
し
ば
ら
く
だ
ね
と
少
し
の
会
話

外
の
葉
は
「
捨
て
ず
ス
ー
プ
」
に
と
お
せ
っ
か
い
レ
タ
ス
を
選
ぶ
児
を
抱
く
マ
マ
に

ご
は
ん
よ
り
体

か
ら
だ
ほ
ぐ解
し
の
こ
の
温
度
冷
え
の
体
は
朝
風
呂
い
そ
ぐ

金
色
に
輝
き
そ
め
し
い
ち
ょ
う
木
よ
あ
や
か
り
た
し
や
八
十
路
の
わ
れ
も

菱　

沼　

清　

子

山　

口　

和　

代

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
沢　

清　

香

石　

田　

は
る
江

根　

本　

智
恵
子

幡　

谷　

啓　

子

小　

川　

ヒ
ロ
子

中　

根　

良　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

種
蒔
き
の
農
夫
の
決
意
踏
む
足
に

エ
プ
ロ
ン
に
蕗ふ
き

の
薹と
う

あ
り
立
ち
話

生
き
ら
れ
る
感
謝
に
日
々
の
身
み
だ
し
な
み嗜

種
子
を
蒔
く
気
温
十
五
度
春
野
菜

ふ
き
の
と
う
香
り
豊
が
に
膳
に
の
り

み
の
り
俳
句
会

一
斉
に
火
の
走
り
出
す
野
焼
か
な

春
を
待
つ
心
を
先
に
進
め
つ
つ

さ
な
が
ら
に
赤
き
が
嬉
し
牡
丹
の
芽

診
察
を
終
へ
て
は
れ
ば
れ
春
う
ら
ら

一
日
に
寒
暖
の
差
追
ひ
つ
か
ず

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

佐　

藤　

清　

子

白
根
澤　

清　

香

立　

原　

千　

代

石　

田　

敏　

江

岡　

島　

禮　

子

網　

代　

奈
津
江

矢　

口　

冨　

久

井　

坂　

あ　

さ

欅
の
会

風
の
ま
ま
花
の
行
く
着
く
摩ま

が
い
ぶ
つ

崖
仏

新
入
社
員
の
一い

ち
ぐ
う隅
ま
ぶ
し
街
工
場

耕
せ
ば
土
黒
々
と
香
り
立
つ

蒼
天
に
分
け
入
る
梅
の
真
白
か
な

目
覚
め
る
物
散
り
ゆ
く
も
の
へ
春
一
番

く
る
み
俳
句
会

沖
は
る
か
舟
の
溶
け
ゆ
く
春
夕
焼

遥
け
し
や
遅ち

じ
つ日
に
凛
と
筑
波
山

梅
散
り
て
常
陸
国
分
寺
鳥
の
声

囀さ
え
ず

り
や
地
蔵
に
赤
き
よ
だ
れ
掛
け

芽
吹
き
道
足
元
軽
し
風
柔
し

城
垣
内　

睦　

子

福　

島　

邦　

誉

堀　

内　

い
づ
み

松　

崎　

淑　

子

安　

彦　

昭　

子

小　

玉　

友　

子

ま　

め　

す　

け

鶴　

町　

文　

男

野　

口　

初　

江

松　

田　

通　

喜

た
ま
り
俳
句
会

春は
る
は
や
て
か
み

疾
風
髪
と
タ
ク
ト
の
小
澤
逝
く

曲
が
り
屋
に
吊
る
糸
赤
き
吊
る
し
雛

春
風
や
心
安
ら
ぐ
田
ん
ぼ
道

囀さ
え
ず

り
や
安
楽
椅
子
の
座
り
癖

う
ら
ら
か
や
入
選
通
知
と
ど
く
午
後

下　

重　

悟　

史

信　

田　

正　

男

梶　

山　
　
　

平

江　

戸　

忠　

男

大　

盛　

食　

堂

小
美
玉
川
柳
会

サ
ヨ
ナ
ラ
を
き
き
た
く
な
く
て
桜
散
る

逆
時
計
あ
れ
ば
青
春
い
い
男

う
ら
が
ね
と
な
か
ぬ
き
な
ど
は
み
つ
の
あ
じ

十
五
の
春
泣
く
も
笑
う
も
明
日
が
待
つ

宛
名
ミ
ス
恥
ず
か
し
メ
ー
ル
拡
散
し

長　

島　

美
奈
子

長　

島　

久
美
子

榎　

本　

喜
代
子

長　

島　
　
　

昭

長　

島　

さ
か
江
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

11月に引越してきて1月の広報から拝見しています。２月のお風呂特
集で市民は安く利用できることを知りました。また、設備も詳しく
載っていてありがたいです。（広報紙に関するネットモニター回答より）

毎回面白い特集をありがとうございます。 他市町村からも小美玉市の広報
はすごいね！とよく言われます。ネタ探しは大変だと思いますが、市の魅力
発信のために頑張ってください。（広報紙に関するネットモニター回答より）

小美玉市にはお洒落なカフェが多いことをご存じでしょうか。地元産
の野菜を使った料理を味わえるお店がたくさんあります。ぜひお気に入
りのカフェを見つけてみてください。　医療保険課　寶明(入庁2年目)

環境や持続可能な成長に配慮されている姿勢は素晴らし
いと思います。

水戸市40代（ふるさと納税応援メッセージ）

大分トリニータ戦の試合チケットが最大８０％オフ！

水戸ホーリーホック「小美玉市の日」を開催します

スポーツ推進課　スポーツ推進係　☎0299-48-1111 （内線2253）問

5月18日（土）の２０２４明治安田Ｊ２リーグ第16節水戸

ホーリーホックのホームゲーム大分トリニータ戦が「小

美玉市の日」として開催されます。この試合は、市内在

住・在学・在勤の方を対象に市町村優待チケットを発

売し、中高生はTEENSSEATに申し込むと無料で観

戦（先着１５０名）できます。この機会に水戸ホーリーホ

ックを応援しましょう。

4月1日から 「こども家庭センター」 が小川保健相談センター （小川2-1） でスタートしました。 これまで妊娠期から子育て

期の悩みを相談する窓口が子ども課 （玉里総合支所内） と子育て世代包括支援センター （四季健康館内） に分かれて

いしまたが、 こども家庭センターに相談窓口を集約して対応します。

こども家庭センター　☎0299-56-6640　（こども相談係） ・☎0299-56-7220 （母子保健係）問

子どもに関する相談はこども家庭センターへ

【母子保健係】
　・妊娠・出産・子育てに関する相談
　・母子健康手帳交付
　・出産子育て応援事業
　・乳幼児健診
　・育児相談、発達相談
　・不妊治療費補助事業

【こども相談係】
　・児童虐待相談
　・子育て世代からの相談
　・子育て短期支援事業
　・DV相談
　・ひとり親家庭などからの相談

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

令和６年4月1日から

優待チケットの

購入はこちら▼

TEENSSEAT

の申込はこちら▼

令和６年3月31日まで

【子ども相談係】
　・児童虐待相談
　・子育て世代からの相談
　・子育て短期支援事業
　・DV相談
　・ひとり親家庭などからの相談

子
ど
も
課

【母子保健係】
　・妊娠・出産・子育てに関する相談
　・母子健康手帳交付
　・出産子育て応援事業
　・乳幼児健診
　・育児相談、発達相談
　・不妊治療費補助事業

健
康
増
進
課

■日時：5月18日（土）　１４：００～　大分トリニータ戦

■場所：ケーズデンキスタジアム水戸（水戸市小吹町2058-1）

■発売日：4月１３日（土）16：00～

■優待チケット料金（先着１，０００名）

　　メインサイド自由席　1,500円 ／ バックホーム自由席　１，０００円 ／ ゴール裏ホーム自由席　５００円

　　※大人価格のみ。小中高シニア設定はありません。




